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 データ同化技術の核融合課題への適用が進み

[1]、さらにデータ同化分野においても先駆的な実

時間制御への適用が進展している[2]。 
 データ同化の過程で、観測データを用いたシミ

ュレーションモデルの最適化が行われるため、例

えば、核融合プラズマの熱輸送の問題においては、

熱輸送係数の妥当化（観測データに合うモデルの

獲得）を行うことができる。 
 本発表では、熱輸送係数を例にとって、物理モ

デルとデータ同化によるモデルとの比較を行う。

先行研究[3,4]では、当時の LHD における NBI 放
電８ケースにおける「８タイミング（１タイミン

グ/１放電）」の計測イオン温度分布に統合コード

によるシミュレーション結果が合うようにイオ

ン熱輸送係数の表式を検討し、ジャイロボームに

規格化イオン温度勾配をかけた下記の表式を得

た。 
 
 
 ここで、Ci は定数（径方向依存なし）である。

また、それぞれの変数は通例に倣っている。この

イオン熱輸送係数の表式をそのまま用いて、別の

放電における時間発展計算を行うと、図１のよう

に、計測イオン温度から逸脱してしまう。このこ

とは、タイミングベースの検討では時系列データ

への適合性が保証されないことを意味している。 
 これに対して、Ci を状態変数（定数からの変更

が可能となる）として、LHD の NBI 放電 12 ケー

スに対してデータ同化計算を行ったところ、状態

変数 Ci の径方向分布がタイミング数分蓄積した。

これは、起点とした物理モデル（Ci＝定数）と現

実に合致する妥当なモデルとのギャップを定量

的に示すものである。 
そこで、この「Ci」を何らかの物理パラメータ

で表すことで、現実に妥当な熱輸送モデルの物理

解釈が進むことを期待して、Ci の回帰表現に取り

組んでいる。発表では、その取り組みの内容を紹

介する。 
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図 1：LHD におけるある NBI 放電のイオン温度計測結果（点、

規格化小半径=（上）0.1、（下）=0.6）。点線は、Ci＝定数のイ

オン熱輸送係数を用いた統合コードシミュレーションの結果。 

図 2：LHD における NBI 放電 12 ケースに対してデータ同化

計算を行った結果得られた Ci の径方向分布のオーバープロッ

ト。縦軸の１が、従来の「Ci＝定数モデル」に対応する。多数

のタイミングにおける蓄積であるが、おおよその傾向が見て取

れる。 


